
令和 5 年度 関東信越地区高等専門学校体育大会 

テニス競技実施要項 

 

１．主 催   関東信越地区高等専門学校体育協会 

 

２．主 管   関東信越地区高等専門学校体育協会テニス専門部 

           

3.後 援   千葉県テニス協会 

 

4．開 催 校   サレジオ工業高等専門学校 

 

5．期 日  令和 5 年 6 月 30 日（金）   開 会 式    16 時４５分 

 令和 5 年 7 月  1 日（土）  試合開始     8 時 40 分 

 令和 5 年 7 月  2 日（日）  試合開始 8 時 40 分 

   閉 会 式 試合終了後 

 

6．会 場 白子共同テニスコート B47～B58（砂入り人工芝コート １2 面） 

     （雨天時） サニーインむかい 室内テニスコート（砂入り人工芝コート 4 面） 

        〒299-4216 千葉県長生郡白子町幸治 3990−4 

        TEL 0475-33-2133 

 

7．参加資格  各種目とも関東信越地区の高等専門学校在学生で所属する学校のテニス部員であること。 

                          

8．競技種目 ①男子団体戦           ②男子個人戦シングルス     ③男子個人戦ダブルス 

 ④女子個人戦シングルス  ⑤女子個人戦ダブルス 

 

9．参加人員 ①男子団体戦 

 監督１名、コーチ・マネージャー各１名以内、選手４〜１０名以内 

（ただし、選手に欠員を生じ３名以下になった場合は失格とする。） 

②男子個人戦シングルス ４名    ③男子個人戦ダブルス ２組 

（注：個人戦のシングルス・ダブルスはなるべく重複しない。） 

④女子個人戦シングルス ２名    ⑤女子個人戦ダブルス ２組 

（女子個人戦はオルタネイトリストに３人[組]目・４人[組]目を登録できる。） 

10．試合方法 競技規定は JTA テニスルールブック 2023 に準ずる。 

①各種目ともトーナメント戦により優勝を決定する。 

②試合は１セットマッチ（６－６後は７ポイントタイブレークゲーム）とする。 

準決勝・決勝は８ゲームプロセット（８−８後は７ポイントタイブレークゲーム）とする。 

③全試合ともノーアドバンテージ・スコアリング方式とする。 

④団体戦は、２シングルス（Ｓ１、Ｓ２）、１ダブルス（Ｄ）の３ポイント制とする。試合順序は、

Ｄ、Ｓ２、Ｓ１とする。ただし、同時展開もある。団体戦のシングルス出場順位は、登録順

位に従うものとする （注意：団体戦は、シングルス、ダブルスに重複して出場できない） 

⑤団体戦のベンチコーチは各コート１名とする。ただし、個人戦はベンチコーチをおくこと

はできない。 

⑥トーナメントの進行上、やむを得ない場合はショートセットやマッチタイブレークで試合を

行う場合もある。その他の規則については代表者会議で決定する。 



 

11．試 合 球 ダンロップ・フォート 

 

12．審 判  ①ソロチェアアンパイア方式とする。 

 ②審判については別途定める。 

 

13．組合せ抽選  ドロー作成のための抽選およびシーディングは、レフェリーまたは中立的立場の者が立ち

会いのもと、開催校で行う。シード基準については別途定める。 

 

14．代表者会議  ①日時 令和 5 年 6 月 30 日(金)  1４時 00 分～ 

②場所 サニーインむかい 西館３階会議室（晴天・雨天とも） 

 

15．審判講習会  ①日時 令和 5 年 6 月 30 日(金) 16 時 00 分から 16 時 30 分まで 

②場所 白子共同テニスコート  B50・B51 

※雨天：サニーインむかい 室内テニスコート 

※ルールを熟知している代表者が各校 1 名（以上）出席すること。 

また、代表者は責任をもって自校選手に講習内容を伝達すること。 

 

16．開 会 式  ①日時 令和 5 年 6 月 30 日(金) 16 時 45 分から 17 時 00 分まで 

②場所 白子共同テニスコート B52～B58  

※雨天：サニーインむかい 室内テニスコート 

 

17. 感染防止対策 基本的には「JTA 公式テニストーナメント開催ガイドライン 2023」に従った感染防止対

策を実施する。参加者は以下のことを遵守すること。 

① 以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること。 

体調がよくない場合。(例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合) 

② こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

③ 社会的距離(できるだけ 2m を目安に(最低 1m)を確保すること。(障がい者の誘 

   導や介助を行う場合を除く) 

④ 会場及びその周辺で大きな声で会話、応援等をしないこと。 

⑤ その他、主催者の指示に従うこと。 

 

18．全国大会進出条件  ①男子団体戦 ： 当種目の優勝校及び準優勝校（計２チーム） 

②男子個人戦シングルス ： 当種目の優勝者及び準優勝者（計２名） 

③男子個人戦ダブルス ： 当種目の優勝ペア及び準優勝ペア（計４名） 

④女子個人戦シングルス ： 当種目の優勝者及び準優勝者（計２名） 

⑤女子個人戦ダブルス ： 当種目の優勝ペア及び準優勝ペア（計４名） 

 

19．そ の 他 ①試合中の選手の負傷については開催校が応急処置をするが、その後の処置は        

当該校が行う。 

       ②参加学生は、健康保険証を必ず持参すること。 

      ③会場、試合方法等は、天候・コートの事情・その他により若干の変更を行う場合がある。 

       ④大会出場者で、ホームページ、報道等への個人名の公表を希望しない者は、所属校を

通じて開催校に申し出ること。事前に申し出がない場合は公表を行う。なお、大会参加

に際して提供される個人情報は、本大会活動でのみ利用するものとし、これ以外の目

的では利用しない。 



組 合 せ 抽 選 方 法 

 

◎ 男子団体戦 

① 原則として、２本のシードを行う。 

② シード権は、次の順序によって行う。 

（１） シード権の保有 

前年度全国大会の１～３位の学校が全国大会の順位にしたがって第１～第２シー 

ド権を保有する。 

（２） 前年度全国大会の同順位、または１～３位の学校のない場合は、前年度の地区大

会の優勝校を第１シードとし、準優勝校を第２シードとする。 

（３） その他は自由抽選とする。 

 

◎ 男子個人戦シングルス（ドロー数２４〜４０の場合） 

① 原則として、８本のシードを行う。 

② シード権は、次の順序によって行う。 

（１） シード権の保有 

前年度全国大会での成績がベスト８となった個人は、その成績に応じた位置のシ

ード権を有する。 

（２） 次のシード権は、前年度の地区大会の成績がベスト８となった選手が保有する。 

（３） それ以外の第８シードまでは、各校の第１順位の選手から抽選する。 

（４） 大会に出場しない場合、（１）、（２）のシード権を失う。 

③ その他は開催校において責任抽選とする。 

 

◎ 女子個人戦シングルス（ドロー数１２〜２０の場合） 

① 原則として、４本のシードを行う。 

② シード権は、次の順序によって行う。 

（１） シード権の保有 

前年度全国大会での成績がベスト４となった個人は、その成績に応じた位置のシー

ド権を有する。 

（２） 次のシード権は、前年度の地区大会の成績がベスト４となった選手が保有する。 

（３） それ以外の第４シードまでは、各校の第１順位の選手から抽選する。 

（４） 大会に出場しない場合、（１）、（２）のシード権を失う。 

③ その他は開催校において責任抽選とする。 

 

◎ 男子個人戦ダブルス・女子個人戦ダブルス（ドロー数１２〜２０の場合） 

① 原則として、４本のシードを行う。 

② シード権は、次の順序によって行う。 

（１） シード権の保有 

前年度全国大会での成績がベスト４となったペアは、その成績に応じた位置のシー

ド権を有する。 

（２） 次のシード権は、前年度の地区大会の成績がベスト４となったペアが保有する。 

（３） ペアを解消した場合は、本来（１）、（２）のシード権を保有するはずであった選手

を含むペアに、（１）（２）のシード権を有するペアに次ぐ位置のシード権を前年度

の成績に応じて与える。同位に相当するペアがあった場合は抽選とする。 

（４） それ以外の第４シードまでは、各校の第１順位のペアから抽選する。 



（５） 大会に出場しない場合、（１）、（２）（３）のシード権を失う。 

③ その他は開催校において責任抽選とする。 

 

 

 


